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1匹目のぐちゃぐちゃめがけてバットを振りおろす。ネチャッといやな手ごたえがして、
1匹目を倒した。ジェフもすかさずバンバンガンで攻撃。1発でしとめた。だが、ポーラの
フライパンの一撃は、空振り。ぐちやぐちゃは、きたない粘液をポーラに向かって飛ばす。
「いやーん!」ポーラはあまりの汚さにしゃがみこんでしまう。
だけど、ぐちやぐちゃの反撃もここまで。ヤツはぼくのバットの一撃であえなくダウン。
白旗をあげた。が-。勝つには勝ったものの、やつらが飛ばした粘液の臭いがぼくらの休
にしみついてしまう。体に別状はないものの、3人ともなんともイヤな気分に陥ってしまっ
に400ヘ
た(HPマイナス5)。00
た(HPマイナス5)。
224
ストーンヘンジには、不気味な雰囲気が漂っていた。しばらく歩くと、ぶきみな鉄のこけ
しが、ぼくらのゆくえを阻むように立ちはだかっているのが見えた。ぼくがこけし消しマシ
ンを作動させると、こけしは、あの鉄のタコ同様、どこかへと消え去った。
「この奥には本当に、博士やトニーがいるんだろうか……?」と、不安そうなジェフ。
「わからないけど……きっとなにかヒントはあるはずだよ。さ、行こう
-いきなり目の前に、銀色に光輝く人型の生き物が現れた。

